
lSSN　1910－2396

第104号

編集・発行　　北海道野鳥愛護会

発行年月日　　平成8年6月21日

ナ　ベ　ヅ　ル

1996．4．4　苫小牧市柏原 撮影者　　佐　藤　正　秀

〒053　苫小牧市有珠の沢6丁冒30－13



⑮
も　く　じ

私の探鳥地（32）　厚沢部［土橋自然観察教育相］

道川冨美子………………………・‥　2

ヤブサメのあれこれ……………　川路　則友‥日日……………・・…・…　3

平成7年度　総会報告

探鳥会報告

探鳥会案内・鳥民だより

つもはし ��

厚沢部【土橋自然観察教育林】 ��

私の探鳥地（32） �� 
道　川 儻儖ﾈ���

ここは、私のお気に入りの探鳥地のひとつです。道南に来なければ見られないブナ林と、ヒバ（ヒノキアスナロ）

林の深い森が、ここにあります。

たいていは、2日間の休日を利用して出かけています。札幌を車で早朝に発ち、厚沢部町には昼頃着き、その時々

で、俄虫の神社周辺とか俄虫渓谷あたりをぶらつきます。翌朝、明るくなると同時に土橋自然観察教育林の森の中に

入り、昼食をとってから札幌へ戻るというパターンです。

数年前、どうしても見たい花を探しに出かけ、偶然立ち寄ったのがきっかけです。駐車場に車を止め、ドアを開け

ると、すぐ横の枝でオオルリがさえずり、まわりじゅうの樹からカラ達の声が聞こえてきました。このままでは帰れ

ないと、双眼鏡を首に、偵察と称して教育林へ入っていったのです。で、いくらもしない内に、いるとは思いつきも

しなかったクマゲラが鳴きながら飛んであらわれ、目の前の太い幹をたたいてくれました。そこを離れて間もなく、

アカショウビンが……。

どのあたりに、どんな鳥が、と書く必要は全くないと思います。この森は藩政時代から永く保護管理されてきて、

原生に近い形の森だそうです。この中だけで、針葉樹林・広葉樹林・沼・沢……とさまざまな環境が用意され、何が

出てくるかは行ってのお楽しみ、といったところでしょうか。

道はいくつかに分かれていますが、分岐点には、次の分岐点まで何mと示された案内板が立ち、迷う心配はありま

せん。ちょっとした登り降りがあり、湿り気を含んで滑りやすくなっている所さえ注意してくだされば、安心して歩

けます。落葉を厚く敷いた道が、足の疲れを吸い取ってくれます。

また厚沢部川右岸の太鼓山（標高164m）は、山頂で飛び跳ねるとドンドンと音がする山で、雑木林やスギなどの

植林地の中を自然歩道が通っています。ここもなかなか良い所です。

車ですと、砂坂海岸がすぐです。クロマツ海岸林の前浜は1，500mにも及び、昨年はアオアシシギを見つけました。

厚沢部は渡りのコースと聞いています。私は、5月、ブナの展葉の頃、札幌とはまた違った春を楽しみに、欠かさ

ず出かけております。

〒065　札幌市東区北32条東6丁目
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ヤブサメのあれこれ

森林総合研究所北海道支所　川　路　則　友

ヽ＿′

「ヤブサメ」。なあんだ。よく知ってるよ。春になっ

たら、あちこちの森で、あの特徴的な鳴き声が聞かれる

し、だれでも簡単に識別できるからね。といった声が聞

こえそうです。そうなんです。あのだれでもがよく知っ

ているヤブサメ。探鳥会でもあの鳴き声はリーダーから

まっさきに教えてもらえることでしょう。しかし、その

持ち主である小さな鳥の生活についてよく知っている人

がどれほどいらっしゃるでしょうか。少なくとも、その

姿をテラツとでも見た人でさえ、意外と少ないのではな

いでしょうか。このように身近な日本産鳥類であっても、

まだまだその生活の知られていない鳥は多いのです。今

回、この紙面を借りて、ヤブサメというすぼらしい小鳥

をよく理解していただけるように、その生活の一端をご

紹介したいと思います。皆さんが今後観察を続けられる

上で、参考になれば幸いです。

名前について

まず、ヤブサメという鳥を理解していただく第一歩と

して、その名前を取り上げてみましょう。鳥の名前には、

語源のはっきりしない名前が結構多いものです。とくに

古くから用いられているものにその傾向があるようです。

例えば、タカ類の名前なんかがそうです。「ミサゴ」、

「トビ」、「ノスリ」、「チュウヒ」なんて、いったいどこ

からきた言葉か、ほとんどわかりませんよね。つい最近、

「ノスリ」は「野を擦（す）るようにして飛ぶところか

－へ、　ら」とか、「スリ」は「ワシ」を示す韓国語から来てい

）　　　るんだという話が伝わってきましたが、私の勉強不足も

手伝って、まだまだわからない名前ばかりでいやになっ

てしまいます。

ところで、本題の「ヤブサメ」に戻りましょう。一般

に生物の名前は混乱を避けるためにカタカナで表記する

ということになっていますが、ひらがなで「やぶさめ」

と書くと、これまた皆さんご存じの「流鏑馬」が思い浮

かべられます。これは、鎌倉時代に始められたという、

馬に乗ったままで的を射る勇壮な武技の一つで、とても

あの可憐な「ヤプサメ」とは似ても似つかないものです。

それでは「ヤブサメ」の語源はいったい何でしょう。ヤ

ブサメの「ヤプ」は言うまでもなく「薮（やぶ）」で異

論はないと思います。あんなにヤブが好きで、ほとんど

ヤブから外に出るのを見たことがないというくらいです

から、その生息場所の特徴から名付けられたのでしょう。

そこで問題は「サメ」です。昔の著名な鳥類研究者であ

る山階芳麿、清棲享保両氏は、「サメ」に「鮫」という

漢字を当てています。すなわち「薮鮫」です。おまけに

それにならったのか、あの「広辞苑」（岩波）にもそっ

くりその字が書いてあります。これで私もずいぶん悩み

ました。羽毛が「鮫の色」に似てるんだろうか。それと

も触った感じが「鮫肌」なのかもしれない…とうとう結

論が出ませんでした。

そこで、今度は発想を変えて「サメ」というのを「春

雨（はるさめ）」とか「氷雨（ひさめ）」といった「雨」

の字に当ててみたらどうだろうと思いつきました。ヤブ

サメといって、まず思い浮かぶのは姿よりもあの特徴的

な鳴き声です。あれを、まるで虫の声のようだという人

もいますが、何の先入観もなく、目を閉じたまま自然の
一部としてあの声を聞くと、春先、森の中で木々の葉っ

ぱの間から細かい雨がシトシトと降ってくる音に似ては

いないでしょうか。そう考えると納得がいきます。はっ

きりとした証拠はありませんが、そう考えた方が風情が

あるような気がします。すると、ありました。ありまし

た。ごく最近出された「カラー版日本語大辞典」（講談

社）には、「薮雨」と載っています。さらにもうーっ、

「日本大歳時記」（講談社）には、なんと夏の季語として

「薮雨」が載っていました。時を同じくして、同じよう

な発想をした人が他にもいたのだとうれしくなりました。

写真1　ヤブサメ（山田良造氏撮影）

そういえば、生物の鳴き声を雨音にたとえたものに、

「セミしぐれ」なんてのもあります。昔の人は、生物と
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自然現象をうまくマッチさせて、上手な表現をしたもの

だと感心させられます。ところで、「日本大歳時記」に

は、ヤブサメの別名として、「変わり鴬」、「ササムグリ」、

「ササムシ」、「ヤプッチョ」とも呼ばれると書いてあり

ます。ヤブサメとササとの関係は、昔から注目されてい

たようです。

ちなみに、同じく昔の有名な鳥類研究者である黒田長

礼、内田清之助両氏の図鑑には、ヤブサメの項に「シオ

サザイ」という異名が載っています。これは、「ミソサ

ザイ」がかなり古くから知られている鳥で、それによく

似ているが、比較的下面が白っぽいのでこの名が付いた

とされています。すなわち、「サザイ」というのは、

「ミソサザイ」のような小さな鳥のかなり昔の呼び名で、

そのうち全身が褐色っぽいところから「味噌サザイ」、

白っぽいところから「塩サザイ」と呼ばれるようになっ

たということです。

さて、この鳥は日本ではもちろん「ヤブサメ」の名で

親しまれていますが、他の国では何という名前になって

いるのか、興味ありませんか。「ヤプサメ」は、世界的

に見ると極東アジアのごく一部の地域でしか繁殖してい

ません。すなわち、日本列島、中国東北部の一部、朝鮮

半島、ロシア沿海州およびサハリン南部です。一方、冬

には中国南部、フィリピン、東南アジアにまで渡ります。

タイの図鑑には載っていますが、そのお隣のマレーシア

の図鑑にはないところを見ると、このあたりが越冬地の

南限のようです。したがって、これらの国々ではすべて

親しみのある名が付いている「はず」です。

まず、英語名を見てみましょう。通常「Short－tailed

Bush＿Warbler」を使います。「Short－tailed」は

「短い尾をもった」「Bush」は薮（やぶ）、「Warbler」

は「鳥が声を震わせて上手にさえずる」といったそれぞ

れの意味があるので、まさしく「ヤブサメ」の特徴をと

らえた名前としてピッタリ来ると思います。ちなみに

ウグイスは「Japanese（日本の）BushWarbler」です。

韓国語（ハングル）では「スップセ（少し発音が違う

かもしれません）」といい、これを辞書で調べてみると

「村落の近くの薮にすむ小鳥」という意味のようです。

中国語では「リントウシュウイン（鱗頭樹鴬、これも発

音に間違いがあるかもしれません）」といい、漢字から

読みとると、「鱗模様をした頭をもつ森のウグイス」と

いったところでしょうか。しかし、台湾では、同じ中国

語で「テユアンウェイユイン（短尾鴬）」という表記の

された図鑑もあります。さらにロシア語では「K。P。TK。

Ⅹ丑OCTKA（コラツカフポストカ、これも発音は自信なし）」

といい、まさに「短い尾」という意味です。これまで書

いてくると、「ヤプサメ」が、外国では短い尾もしくは

薮にすむかわいい小鳥という名前の付け方をしているこ

とがおわかりになったことと思います。それに比べて標

準和名の「薮雨」のなんと風情のあることでしょう。日

本人の花鳥風月の心、ここにありといった感じです。

ところで、生物の名前には、もう一つ万国共通のもの

があります。スウェーデンの生物学者リンネが提唱した

「学名」というもので、通常「属名」と「種名」の連記

であらわす二名法が使われ、おもにラテン語やギリシャ

語による命名がなされています。それによると、「ヤブ

サメ」は「CeとわαSq弘αmeZc印S（ケティア　スクアメ

イツエブス）」と書きます。属名の「Cefdα」は、「ヨー

ロッパウグイス」に付けられた名で、その仲間であるこ

とを示します。種名の「sq昆αmeZc呼ぶ」は、「ウロコ模

様の頭をした」という意味です。これは前述の中国語名

に似ています。おそらく、中国の研究者はこの学名を訳

して、名前にしたものと思われます。事実、捕獲したヤ

ブサメの頭の部分をよく見ると、褐色の羽毛一枚一枚の

先端がやや薄い色をしています。それらが重なると、ま

るでウロコのようにも見えるのです。昔の分類学者は変

わったところに目を付けたものです。

ながらく名前に関する雑学を述べてきました。それで

は、そろそろヤブサメ本来の生活様式について話を進め

ようと思います。

＼＼ヽ■■■′

繁殖生活について

ヤブサメはご存じのように、日本では夏鳥です。した

がって彼らが日本に滞在している間に行うもっとも重要

なイベントは、繁殖をして、より多くの子孫を残すこと

です。そこで、私は、札幌市豊平区羊ケ丘にある職場

（森林総合研究所北海道支所）の実験林で、この6年間

ヤプサメを追っかけて、彼らの繁殖の様子を観察してき

ました。それでわかったことをこれから少しずつお話し

します。この森は、西岡水源地に連続した形になってい

ますが、明治時代に山火事があって、そののち再生した　＼一一ノ

林と言われています。まず目に付くのが老齢化したシラ

カンパで、それにミズナラやハリギリなどが混じってい

ます。林床は、典型的なササ群落でおおわれ、チシマザ

サとクマイザサが混在した石狩平地林の特徴をよく備え

ています。

ここでは便宜上、ヤブサメの羊ケ丘での生活をわかり

やすく6つに分けることにしましょう。すなわち、渡来

期、巣作り期、産卵・抱卵期、育耕期、巣立ち期および

渡去期です。
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1．渡来期

ヤブサメが羊ケ丘に現れるのは（渡って来るのは）、

毎年4月の末です。正確に言うと、4月24日前後といっ

たところです。これは毎年、ほとんど変化がありません。

ちょうど実験林内の雪がとけて、ササが立ち始め、地面

が見えるようになった頃です。まず、早朝に突然あちこ

ちでさえずりが聞こえるようになります。例年その少し

前から、林内のあちこちに網をかけて通過する鳥の捕獲

をしていますが、さえずりの聞こえる日までヤブサメは

まったく捕まらないのが、その日になって突然何羽かが

捕まりだします。このことから、ヤブサメの初認記録は

「さえずり」の聞こえ始めた日として間違いないようで

す。ヤプサメは捕獲すると、必要な体の計測をしたのち、

識別用のカラーリング（色脚環）を付けて放します。こ

れは、観察者から見て個体どうしの区別の付かない動物

に対して行われる方法で、イギリスのD．ラックたちが

始めて以来、特に小鳥にとても有効な手段として鳥の行

動生態の研究によく使われています。たいていの鳥は、

脚環を付けた直後は少し気にしてますが、やがて慣れて

しまいますし、行動自体も付けていない個体とそれほど

異なったものを示すわけではないので、それほど負担に

はなっていないようです。羊ケ丘では、これまでに環境

庁製の番号付き金属脚環だけ付けたものまで合わせると、

ヤブサメだけで1，300羽余りになります。しかし、これ

らの大半は、一時的に羊ケ丘を通過しただけと思われ、

二度と捕まりません。運良く羊ケ丘にとどまって繁殖す

る個体も結構いますが、このうち翌年も同じ場所に帰っ

て来るのは、ほんの数パーセントに過ぎません。おそら

く渡りが予想以上に彼らの重い負担になっていると思わ

れます。

渡って来てしばらくの間、オスは、比較的高い小枝

（高さ2～10メートル）に止まって、さかんにさえずり

）　　　ます。ヤブサメの姿を見るにはもっともよいチャンスで

す。彼らは、自分のさえずりに酔いしれているのか、メ

スをさがすのに必死なのか、結構近くまで寄ることがで

きます。おそらく5月の第一週あたりの探鳥会では、参

加者全員が身近にヤブサメを観察することも可能である

と思います。このころの声は、あの「シーシーシー」と

か「リーリーリー」とか聞こえるさえずりに、するどい

い「チチチッ、チチチッ」という警戒が混じります。と

きには「チョッ、チョッ」というミソサザイに似た声も

出します。これらは、オスが隣り近所のオスにかなり敏

感に反応していることを思わせます。

さて、これも脚環を付けてわかったことですが、メス

は通常、オスに遅れること約10日で羊ケ丘に到着し始め

ます。もちろん、遅く渡って来るオスも結構いるので、

羊ケ丘の森では、この時期に職烈ななわぼり争いが繰り

広げられます。とはいうものの、これまで観察してきて、

ヤプサメはいたって平和主義の個体が多いのか、シジュ

ウカラやキビタキのように直接オスどおしがつつきあっ

たり、もつれるようにして戦ったりという光景はほとん

ど見られたことがありません。いつの間にか自分の領域

というものが決まって、近所のオスはそれを容認すると

いった状態がそこここで見られます。大体、自分の行動

域が決まってきたオス1羽のさえずっている広さを調べ

てみると、平均して約0．5ヘクタールくらいです。しか

し、それでは10ヘクタールの面積があったら、20羽のオ

スがいるかというと、そうではないようで、隣りどうし

で比較的広い空白地域のあることも多く見られます。羊

ケ丘では平均すると1ヘクタールあたり0．4羽という結

果が出ています。

2．巣作り期

本当は、巣作りの前に、特定のオスとメスの間でつが

い関係を結ぶ「つがい形成期」があるはずですが、ヤブ

サメの場合、非常に観察が困難なので、いつの間にかっ

がいになっていたというカップルばかりで、その間の詳

しい状況はまだあまりよくつかめていません。ただ、オ

スが高い場所でさえずっているときに、下のササの中で

「チッ、チッ」とか「チョッ、チョッ」という弱い声が

することがあります。その声がすると、オスはサッとそ

の声の真上の枝に移って、さかんにさえずりだします。

このことから、おそらく下にいるのはメスで、今まさに

さえずりオスのなわぼりを通過中だったのではないかと

いう想像がつきます。この時期、結構このような光景が

見られることから、このようにしてメスは渡ってきたの

ちにオスがさえずっているなわぼりを頻繁に通過してい

るものと思われます。そして、そのなわぼりの条件（環

境）が気に入ると、弱い声を出して、自分の存在をなわ

ぼりオスに知らせるのでしょう。その後、しばらくして

メスの声が聞こえなくなり、オスがまたあちこちで落ち

つかないようにさえずりだすことがあります。おそらく

メスの方の気が変わって、通過してしまったと思われま

す。そこでオスはまた、高いところから別のメスの通過

を待たなくてはならなくなったのでしょう。このことか

ら、ヤブサメのオスが高いところでさえずるのは、回り

のオスを警戒するためばかりでなく、下の密生したササ

の中を通過するメスを見つけやすくしているためではな

いかと私は考えています。それが証拠に、しばらくして

高いところでさえずらなくなると、ササの中の地上でメ

ス（と思われる個体）のあとにくっついて、そのなわぼ

りのオスがチョコチョコと一緒に餌をとっている光景を
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見かけるようになります。さらに数日すると、今度はオ

スが先導して、メスがそのあとにくっついて、オスがさ

えずっていた範囲内を歩き回っている場に遭遇します。

こうなると、巣作りは間近です。時折り、オスがメスに

餌をプレゼントする現場も見られます。

写真2　ヤブサメの巣と卵

巣作りは突然行われます。（少なくとも私にはそう感

じられます）。オスとメスがつかず離れず歩きながら仲

よく餌を食べていたと思っていたら、突然メスが、その

辺にある落ち葉をつぎつぎくわえ込み始めます。ある程

度口にくわえたと思うと、なんの前ぶれもなしに一直線

に飛んで行ってしまいます。オスがあわてて後を追いま

す。飛んでいった方向に行ってみると、さかんにオスが

私を警戒しますが、メスは無言で落ち葉をくわえたまま、

ぐるぐると私の回りを歩き回ります。巣が近い証拠です。

これからは、私の勘とテクニックの勝負です。なるべく

早く巣を見つけてその場を去らないとせっかく作りかけ

ている巣を放棄しかねません。

このようにして、運良く見つけられた巣は、たいてい

チシマザサ（ネマガリタケ）の根元にあります。また、

ときには、大きな樹の根元だったり、歩道の斜面にある

小さなくぼみだったりすることもあります。なぜ、ササ

の根元に作られる巣が多いのかということを考えますと、

前年の秋に降り積もった落ち葉が、冬にはササとともに

雪に押しつぶされます。それが、雪解けとともにササが

立ち上がると、その根元に堆積した落ち葉が一緒に持ち

上げられ、ササの根元に小さな空間ができます。これが

ヤブサメが巣を作るのにちょうどよい広さになっている

わけです。そう考えて、あらためて林の中を見ると、あ

るわ、あるわ、具合の良さそうな場所がいたるところに

見られます。少なくとも羊ケ丘のヤブサメにとっては、

我々が人間社会の中で住宅難だ、住宅難だと言っている

悲痛なさけびは、きっと無縁のものに響いていることで

しょう。

巣は、葉肉が溶けてしまって、ほとんど葉脈だけになっ

た落ち葉を好んで外装に使います。落ち葉をロいっぱい

ほおばっては運んできて積み重ねます。そして、その上

に乗っておなかの部分で押さえつけ、そのままぐるぐる

回ったりして、内側のきれいな円形の部分を形づくって

いきます。そして、卵を置いて抱く部分となる産座には、

少量の獣毛を敷いたりして、心地よいベッドのように仕

上げていきます。これまでの観察では、つがいが形成さ

れてから巣を作り始めるまで、平均して約12日かかって

います。また、巣はすべてメスだけで作られますが、完

成するまで平均で5日くらいかかります。オスはそのあ

いだ、メスにつきっきりです。別に手伝いをするという

わけでもないのですが、巣と餌場の間を往復するメスに

ずっと付き合っています。ではメスは一日中巣作りをし

ているかというと、そうでもないようで、早朝から午前

中にかけては、結構熱心に巣を作っていますが、午後に

なるとほとんどやめてしまいます。なかにはわずか2日

で完成させた巣もありましたが、そこでは、さすがにメ

スが働き者で、ときおり私たち観察者も無視してしまう

ような個体でした。ですから、彼らの実力からすると、

ほとんど1～2日で完成させてしまえるような巣なのに、

多くの個体が、彼らにしてみれば結構時間をかけてじっ

くり作っているように見えます。

このようにして作られた巣の大きさは、内部の直径が

約5．5cm、深さが約4cmといった小さくてかわいいもので

す。形は、俗に言うカップ型で上を向いているわけです

が、前述したように、落ち葉や樹の根元部分がおおいか

ぶさるようになって、まるで屋根のようになっています。

これは、雨風をしのぐ意味もあるのでしょうが、おそら

く敵から巣をうまくかくしているようにも見えます。遠

くから見ると、巣の両側と後ろは壁のようになっており、

出口が前方のただ一カ所になっているように見えます。

そこで、その前方の出口がいったいどの方角を向いてい

るかを調べてみました。すると、もっとも多いのが北向　　）

きで、次いで北東や北西といった方角を向いた巣が多く、

南を向いている巣はほとんどありませんでした。これは

何を意味するのか。巣から少し離れてみると、納得がい

きました。北の方を向いて作られた巣は、一日中日の光

が射し込まず、遠くから見ると単に暗くなった小さなく

ぼみとしか見えません。　ところが、東や西を向いた巣

では、一日のある時間帯に少し日光が射し込んできて、

巣の形が丸見えになることがあります。とくに■メスが不

在で、卵だけの巣では、巣の存在は一目瞭然になってし

まいます。そこで数少ない南向きの巣を注意深く見ると、

巣の周囲がかなり密生したササでおおわれ、日光がほと

んど地面まで射し込まない場所でした。
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3．産卵・抱卵期

実は、巣の完成というのは私たち人間の感覚ではわか

りにくいものです。というのは、通常、メスは巣が完成

するとすぐ産卵を開始するのですが、ある年、産座もしっ

かりしており、見た目にはほとんど完成品と見える巣で

も、なかなか卵が産み込まれない巣が見られました。当

初、これはまだ巣としての完成品ではなく、インテリア

になかなかうるさいメスが、毎日、中を少しずつ手直し

しているのだろうと思っていました。しかし、巣にはそ

の後、メスが立ち寄った形跡もありません。その年は、

そんな巣がいくつか見られました。すると、ある日突然、

一斉にすべての巣に第一卵（初卵）が産み込まれていた

のです。よく考えてみますと、その年は渡来期から巣作

り期にかけて、比較的気温が高く経過しましたが、巣作

）　　りの後半当たりから、急に冷えこんだ日が続いたのです。

そして、一斉に初卵が産み込まれた前日は気温が上昇し

始めた日でした。このことから、産卵開始は気温条件に

ある程度左右されていることが予想されました。

産卵後のヤブサメは、とくに観察が困難になります。

オスメスともにほとんど声を立てず、私が近くに寄って

も、ただこそこそと逃げるだけです。よっぽど耳をすま

＼→■－／

写真3　抱卵中のヤブサメ。みごとな保護色

せて、落ち葉に彼らが触れて出すかすかな音を聞き分け

ないと、彼らの存在自体まったくつかめません。ヤブサ

メの観察には、するどい観察眼はもちろんのこと、かす

かな音による定位が重要なカギとなります。

ヤブサメは他の大部分の小鳥と同じように、毎日1卵

ずつ規則的に産みます。卵を産む時刻はほとんど早朝で

す。というのは、夜明け直後（4時ころ）に巣中の卵数

を数え、ついで7～8時にメスがいないのを見計らって

もう一度のぞくと、たいてい卵が1個増えているからで

す。ヤブサメの1巣あたりの卵数（一腹卵数）は、4～

6個ですが、最初に作る巣ではほとんど6個のようです。

最終卵を産み終えると、メスはすぐに巣にすわって抱卵

し始めます。このころになると、私は巣の前方にビデオ

カメラを設置します。巣の前で、人間が始終観察してい

ると、抱卵中のメスのストレスにもなるし、へたをする

写真4　巣の前に設置したビデオカメラ

と捕食者（キツネやネコなど）を誘導しかねないからで

す。カメラをしかけた当初は、少々気になるようですが、

ずっと身じろぎもしない機械には、すぐに慣れてしまう

のか、ほとんど気にしなくなります。自然の一部として

認識しているのかもしれません。カメラには、雨よけの

フードとその上に迷彩のカバーをつけます。目立つカバー

では、かえってカラスを誘引すると思われるからです。

このようにしてビデオによる長期間の記録をとってみる

と、面白いことがわかってきます。

ヤブサメの卵は、白色の地に、うすい赤もしくは赤褐

色の斑点がついています。直径1．5cm、短経1cm、重さは

約1gという、それはそれはかわいらしいものです。フ

化したてのヤブサメは、シジュウカラのそれのちょうど

半分くらいの重さです。抱卵期間は平均して13日間です。

メスは、抱卵期には日中のなんと8割くらいの時間を抱

卵に費やします。しかし、大体1時間に1回くらいの割

合で、約20分くらいの外出を行います。当初私は、1時

間抱卵するとおなかが空くので、規則的に餌をとりに行

くのかと思っていましたが、これは、どちらかというと

メスの生理現象が原因ではないかと思うようになりまし

た。というのは、オスは抱卵中期から後期にかけて、一

日に1～2回巣を訪れ、メスに餌をプレゼントします。

しかし、その餌をいっぱいもらった直後にもかかわらず、

メスが巣を離れることがよくあるのです。これは、おな

かが空いたからというより、別の原因のほうが考えやす

いと思います。

抱卵中のメスの羽色は、またみごとに保護色の役割を

果たしています。敵が近づくと、メスは巣の中で体を縮

め、黒っぼい過眼腺を巣の縁に合わせた形でじっとして
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います。そうすると、体の褐色が回りの地面の色ととけ

合い、さらに眉斑の白が地面に落ちた木切れの模様にそっ

くりになってしまいます。そして、巣の縁からじっと敵

が通り過ぎるのを待つのです。これは、巣に近づくとや

たらとさわざたてるアオジやコルリなどと際だって異なっ

た特徴です。彼らは、敵が比較的遠いうちからいきなり

飛び出していきます。まるで、ここに巣がありますよと

言わんばかりの行動です。一方、ヤブサメは敵がかなり

近くに来るまで、じっとして動きません。まさしくほん

の10cm足らずの場所まで接近してはじめて逃げることが

しばしばです。したがって、抱卵中のヤプサメの巣はほ

とんどといってよいほど見つかりません。

4．育雛期

卵は、抱卵を開始して14日日からつぎつぎフ化し始め

ます。ビデオで見ていますと、いままで落ちついてすわっ

ていたメスが、おなかの下を気にしながら、さかんに立

ち上がるようになり、卵をクチバシで動かしたりします。

しばらくすると、メスが割れた卵の殻をくわえてむしゃ

むしゃと食べ始めるシーンが見られます。これはほとん

ど例外なく起きることで、卵の殻を巣の外に持ち出す例

はひとつもありませんでした。また、オスが卵殻を食べ

るのも見られないので、これはおもに、メスのカルシュ

ウム補給の一つの方法として行っているものと考えられ

ます。後に述べますが、ヤブサメは羊ケ丘では通常年に

2回繁殖することから、他の年1回しか繁殖しない鳥に

比べて、かなりのカルシュウム補給が必要になっている

と思われます。そういったビデオのシーンから、卵がフ

化した時刻を推定することができます。それによると日

中（夜明けから日没まで）に全体のほぼ8割の卵がフ化

したことがわかりました。したがって他の卵は、夜間か、

夜明け直前などの真っ暗でビデオにうつらない時間帯に

フ化したものと思われます。また、フ化は早朝（4～7

時）と午後（13～16時）に行われることが多く、8～12

時には比較的少ないという結果が出ました。しかし、こ

れらはそれほど意味のある違いではないので、フ化時刻

は特に決まっていないと言って差し支えないと思います。

一方、一つの巣の中ですべての卵が同時にフ化するわけ

ではありません。最初の卵がフ化してから、すべての卵

がフ化し終わるまでの時間を測ってみると、平均して約

15時間、おそいもので丸々1日遅れでフ化したものもい

ました。この違いはどこから来るのかはっきりしたこと

はわかりませんが、抱卵開始は最終卵を産み終えたと同

時ですから、あたためている期間はすべての卵で共通の

はずです。巣の中でどのような位置にあった卵なのか

（たとえばえば常にメスのおなかの直下にあったものと、

脇の方にあったものの違い？）、もしくは単なる個体に

よる特徴が出ただけなのかもしれません（せっかちなヒ

ナとのんびり型のヒナ？）。

一方、大変面白いことに、巣立ちは1つの巣の中でほ

とんど同時に起きます。最初のヒナが巣を飛び出してか

ら、最後のヒナが出るまでの時間をビデオから計算する

と、平均でなんと1．7分という結果が出ました。たとえ

カラから出るのに多少差があっても、巣から出行くのは

兄弟で一緒なんですね。

オスは、フ化と同時にせっせと餌を運び始めます。ヒ

ナが巣立つ日まで、オスは実によく働きます。ヒナが日

を追って成長するに伴って、求める餌の量は当然多くな

ります。フ化日には、1時間当たり2回くらいの給餌で

済んだものが、巣立ち前日にはなんと1時間当たり10回

を越えてしまいます。これが一日中ですから、5～6分

に1回の割合で、しょっちゅう餌を運んでやっているこ　＼）

とになります。また、オスの餌運びは、日中の決まった

時間に多くもってくるということでもないようです。確

かに朝と夕方に若干餌量が多くなる傾向は見られますが、

ほとんど意味のない違いであり、オスは一日中、のべつ

まくなしヒナへ奉仕していることになります。

ではその間、メス1はどうしているかというと、これま

たなんと、抱卵中と同じように巣の中にすわったままで

悠然としているだけです。これは、フ化直後はヒナの体

温調節機能がまだうまく働いていないので、外から保温

してあげなくてはいけないからです。しかし、それでも

メスは1時間半～2時間に1回くらいの割合で、やはり

20分程度の外出をします。外出から帰ってくると、口に

餌をくわえていることもあれば、何も持たずに帰ってく

ることもしばしばです。たいていの場合、ヒナへの餌や

りは、まったくオスにまかせっぱなしといった感じです。

メスの抱雛時間（巣の中でヒナを抱いている時間）は、

巣立ち前々日でも日中の約半分にも達します。このころ

になると、ヒナも十分大きくなり、日もパッチリあいて、　　）

ウブ毛ならぬ幼羽で全身がおおわれてきます。もうそれ

ほど体温保持の必要性もなくなったように見えます。し

かし、それでもメスはしつこくヒナを抱こうとします。

ヒナのほうが完全にいやがって巣の中でごそごそとうご

めいています。しかたなく、メスは巣の縁に足をかけて、

ほとんど股裂きの状態で、なお巣の中に居続けます。こ

の執着はいったいどこから来ているのでしょう。意外と、

ここにヤブサメの種としての特徴の一つがあるのかもし

れません。

ヒナヘ与える餌は、ビデオの映像からある程度同定で

きます。それによると、餌のなかで最も多いのは、チョ

ウやガの幼虫（すなわちイモムシの仲間）でした。それ

が全餌数の35％くらいを占めます。つづいてクモの仲間
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（20％）、ハエやカの仲間（13％）となっていました。

しかし、これらは全部、親鳥が巣にもってきた数で計算

していますので、イモムシの大きさがクモやハエより非

常に大きいことを考えると、実際にはイモムシがヒナの

餌の全体量に占める割合は8～9割くらいになるのでは

ないかと思われます。また、同じペアーでも最初に作っ

た巣のヒナに与える餌と2回目に作った巣のヒナヘ与え

る餌とは、少々質が異なっています。というのは、2回

目でもやはりイモムシが最も多いという傾向は変わらな

いのですが、ガの成虫をもってくる割合が急に増加し、

ハエやカの仲間のそれを超えてしまいました。これは、

2回目の繁殖が7～8月に行われるために、それまで幼

虫だったガが羽化して周囲を飛び回り、比較的手に入れ

やすくなったためと思われます。

これまで述べてきた餌は、単にヒナへ与える餌です。

、、＿　　でははたして親鳥もこれと同じようなものを同じ割合で

食べているかというと、どうもそうではなさそうです。

成鳥の餌を推し量るのは至難の技ですが、じっくり観察

していると、少しずつわかってきます。それによると、

もっとも多いのはクモとアブラムシのようです。ヤプサ

メは地上を歩いていて、ときおりササの茎や葉を見上げ

ることがよくあります。そして、葉っぱの裏や、茎にピョ

ンと飛び上がって何かをつかんで食べています。私もま

ねをして、ササの葉や茎を調べてみました。すると、サ

サの葉っぱから茎にかけて斜めに網をかけているクモが

実に多いことに気づきます。また、茎に小さなアブラム

シがへばりついています。彼らは得意の大きな日で、容

易にこれらの餌を見つけてとっているものと思われます。

また、アリも結構食べていると思われるふしがあります。

しかし、統計処理できるほどのデータはまだ揃っていな

いので、成鳥の餌については、今後の課題として残って

います。

ヽ■■′

5．巣立ち期

巣の中のヒナは平均して10日で巣立ちの日を迎えます。

巣立ちは、突然起こることが多いようです。一般に、鳥

類ではなかなか巣立ちできないヒナを親鳥がうながす、

たとえばわざとおなかを空かせておいて、餌で外におび

きだすといったシーンがよく見られますが、ヤプサメの

場合は、ほとんどそのようなことは見られません。オス

が餌を運んで来てヒナに渡し、巣を離れた瞬間に、バタ

バタとヒナたちもついて行ってしまうとか、それまでヒ

ナを抱いていたメスが巣を出ると、それについて行った

りとか、ひどいのは、何が原因かさっぱりわからず、突

然ヒナの1羽がチョコチョコと外に出てしまい、それに

つられてあとのヒナたちも三々五々少しずつ出て行った

りと、このように巣立ちの形式は様々です。ヒナたちの

巣立ちが親による意図的な影響ではないということは、

ヒナが巣立つ前後のビデオの映像を見るとよくわかりま

す。すなわち、ヒナが巣立ってカラッポになった巣に、

しばらくするといつものように口いっぱい餌をくわえた

親鳥がやってきて、巣の中を見て、驚いている様子が（？）

映っているのです。ひどいのは、しばらく首をかしげな

がら巣の中を探し回ったあげく、一旦外に出たと思うと、

2～3分後に再び戻ってくることもあります。もちろん、

餌はまだ口いっぱいになったままです。これは、他の樹

上性もしくは樹洞性の鳥類と異なって、巣立ちだからと

いって、それほど強い飛翔力を必要としないところから

来ているものと思われます。すなわち、巣立ちといって

も、ヤブサメのヒナたちにとっては巣から少し外出した

くらいの感覚で十分だと思われるからです。確かに、ヒ

ナたちは巣立ち直後は、無理をすれば10メートルくらい

は一気に飛べますが、通常はほとんど一カ所にかたまっ

て動こうとしません。ときおり「チ一、チー」というか

すかな声を上げて、親を呼びます。巣立ちして2～3日

は、ほとんど前日と同じところで幼鳥のかたまりに出会

います。それから、親鳥が少しずつヒナを連れて移動し

始めます。だいたい1週間くらいは親のなわぼり内をあ

ちこち移動して歩きます。このころになると、ヒナがと

きどき地面をついばむしぐさを見せ始めます。それまで

は、斜めになったササの低い茎に止まり、正面からやや

上方の方を向いてただ「チ一、チー」とわめいて、餌を

ねだっていたのですが、自分から餌をとる練習をし姶め

たと思われます。巣立ち後10日くらいたつと、地面をつ

いばんだあとで餌を飲み込むしぐさも見せます。立派に

自分でも餌をとれるようになった証拠です。

親鳥、とくにオス親は巣立ち後平均すると11日くらい

はせっせと巣立ちビナへの給餌を行います。一方、メス

親は巣立ち後約4日くらいはヒナたちに付き添っていま

すが、その後はこつぜんと姿を消します。ほとんどの場

合、彼女は最初のヒナたちの世話を夫にまかせて、あた

らしい2回日の巣作りにかかっています。巣は決して同

じものを利用するということはなく、全く新しく作り始

めます。新しい巣は、前回のものと20メートルくらいし

か離れていないこともあれば、200メートル以上離れて

いる場合もあります。この2回呂の巣作りは前回のもの

と比べて、私たちにとっては格段に探しにくくなります。

というのは、オスが巣立ちビナの世話に一生懸命になっ

ているので、メスはほとんど1羽でこそこそと巣を作り

上げてしまうからです。最初の巣は、一緒に付き漆うオ

スがかなり警戒するので、だいたいの見当は付くのです

が、1羽でこっそりやられてはお手上げです。そういう

中で、2回目の巣を見つけたときは、本当に祝杯もので
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す。

巣立って2週間くらいたったヒナたちは、自分たちだ

けで集団を作って少しずつ移動していきます。完全に親

から独立したものと思われます。このころになると、親

のなわぼりから遠く離れることも多く見られます。とき

には、隣り近所で巣立ったヒナを引き連れた他人の親鳥

と出会うことがあります。すると不思議なことに、どう

みても他人なのに、その親鳥からちゃっかり餌をもらっ

てしまうことがあります。成鳥が寛容なのか、ヒナの要

領がいいのか、はたまた親鳥は「チ一、チー」とわめい

ているヒナには誰でもいいから餌をやりたくなるのか。

横で見ていて実にほほえましくなる情景です。

そのうち、森の中からヒナ特有の声が聞こえなくなり、

するどい「チチッ、チチチッ」とか、「チョッ」とかいっ

た声がさかんに聞こえるようになります。林道を歩いて

写真5　育隷中のヤブサメオス（右）とメス（左）

いるすぐ横で、いきなり鳴かれるとドキッとしますが、

よく見ると幼鳥です。もうほとんど成鳥と羽色も体型も

変わりませんが、やや黄色がまだ残った少し小さなクチ

バシからすぐわかります。飛翔力も成鳥顔負けです。も

う立派に渡る力を備えているのかもしれません。

親鳥たちは、また2回日の繁殖を前と同じようなスケ

ジュールで淡々とこなしていきます。ただ、今回は一腹

卵数がやや少ないのが特徴です。卵数がだいたい5個の

巣が多く、4個の場合もありますが、6個の巣はほとん

どなくなります。ヒナへ与える餌の条件がだんだん厳し

くなることへの適応と思われます。

6．渡去期

いままで述べたヤブサメの繁殖生活は、だいたい7月

下旬に2回昌の巣からヒナが巣立ちますので、それらが
一人立ちする8月の中旬には一応区切りがつくものと思

われます。そうなると、今度は南へ渡る準備が始まりま

す。私の調査地では、8月の末から渡り鳥の捕獲、標識

装着作業を始めますが、もうすでに最初からヤブサメが

よくかかります。当初はそれでも、今年生まれの見覚え

のある個体（？）が再び捕まったりもしますが、9月の

初旬になるとほとんど新しい個体ばかりになります。こ

れは、ヤブサメの渡りが本格的に始まったことを示して

います。ヤブサメがもっとも多く捕獲されるのは9月の

中旬で、それらがポッリ、ポッリといった状態でほそぼ

そと捕まるくらいになり、10月中旬にはもう何日かに1

羽といった調子でしか捕まらなくなり、下旬にはまった

く捕獲されなくなります。すなわち、ヤブサメの渡去は、

9月始めに開始して、中旬にピークを迎え、10月中旬ま

でで終了するというパターンが一般的のようです

おわりに

以上が羊ケ丘におけるヤブサメについて私が調べた一

般的な繁殖生態です。しかし、ヤブサメという鳥は、実

は一筋縄ではいかない面をまだ、いっぱい持っています。

他の日本産鳥類、いや世界的に見ても特異的と思える生

態を示す部分があることが少しずつわかってきています。

そのことについては、また機会をあらためてご紹介した

いと思っています。

最後に、私に6年間ものあいだ感動を与え続けてくれ

た羊ケ丘のヤブサメたちにここで深い感謝を捧げたいと

思います。彼らは、実に辛抱強く私の研究に付き合って

くれました。ある時は迷惑そうに、またある時はまるで

私を無視しているかのように・…‥彼らが協力してくれた

おかげで、いくつか学術論文を発表することができまし

た。それによって私もかろうじて生活の程を得ておりま

す。また、この研究を進めるにあたり、数多くの方々に

お世話になっております。とくに捕獲調査に積極的に協

力していただいた広川淳子、三木昇、浜田強の各氏には

大変感謝しております。さらに研究のよき助手として、

またよきアドバイザーとして常に私を支えてくれている

妻仁子にも、この場を借りて感謝したいと思っています。

また、ヤブサメについて、このように広く会員の皆さん

にご紹介する機会を与えてくださった森田新一郎、富川

徹の両氏、ヤブサメの見事な写真をこころよく提供いた

だいた山田良造氏にも深甚の意を表したいと思っており

ます。

北海道では、一部の地域を除き、季節になれば比較的

簡単にヤプサメに出会うことができます。これを機会に

ヤブサメと親しい付き合いをされる方が増えることを希

望しています。

〒062　札幌市豊平区羊ケ丘7　森林総合研究所
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日　時：平成8年4月13日（土）午後2時～4時

場　所：札幌市民会館　第2号会議室

柳澤会長の挨拶のあと、【議長に小堀燈治氏を選出し、

議案審議が行われ原案どうり承認可決された。

＜議　事＞

1．平成7年度事業報告

［総　務］

（1）野鳥写真展
・たくぎん自動サービスフロア（7．5．8～27）

・たくぎん札幌西支店ロビー　（7．6．1～30）

（2）野鳥だよりの発送（100号～103号）

（3）創立25周年記念講演会（7．5．20）

講師　正吉宏之氏

（4）会員名簿の作成（7．8．31現在）

（5）愛護会名入りカレンダーの作成100部

（6）新年懇談会・スライド映写会（8．1．13）

講師　川辺百樹氏

（7）定例幹事会の開催（毎月第一水曜日）

（8）障害保険の更新

［広　報］

野鳥だより100号、103号の発行

［探　鳥］

探鳥会の開催（20回　参加者延べ657名）

歩きましょう（8回　参加者延べ141名）

［会　計］

（1）平成7年度決算報告

（2）平成7年度会計監査報告　大野信明、佐々木武巳

監事の適正に処理されている旨の報告があった。

2．会則の一部改正について

［改正前］

（会員及び会費）

第5条　本会の会員は、会の趣旨に賛同する個人また

は団体をもって構成する。本会の会費は、年額

個人2，000円、団体5，000円とする。

［改正後］

（会員及び会費）

第5条　本会の会員は、会の趣旨に賛同する次の会員

をもって構成する。

平成7年度決算書

（収入の部）

区　分 佇亥ｨｧｨ����｢�予算額（B） ��ﾘ��ﾋ������ﾄ(�｢�摘　　　　　要 

繰越金 ��#��3ツ2�121，863 ��� 

個人 会費 塔sH�3S���820，000 鉄H�3S���平成8年度以降の前 受分を含む 

団体 会費 店�3����10，000 ��(��X�3����1団体（猟友会） 

寄付金 �3H�3����10，000 �#H�3����正吉氏ほか 

参加費 田��3S���50，000 ����3S���講演会、探鳥会参加 費ほか 

売上金 ��ォ�3����180，000 滴�3����野鳥だより （180，000円）、 タイピンほか 

雑収入 度�33S2�8，137 ��(����sィ�利息ほか 

合　計 ���3#店�3#�b�1，200，000 涛X�3#�b� 

（支出の部）

区　分 佇亥ｨｧｨﾍ��｢�予算額（B） ��ﾘ��ﾋ������ﾄ(�｢�摘　　　　　要 

印刷費 鉄cx�3s3b�600，000 ��(��3(�3#cB�野鳥だより （4回発行） 会員名簿ほか 

通信費 �#C��3涛��200，000 鼎��3涛��だより発送要はか 

会議費 鉄8�3Cs��110，000 ��(��Sh�3S3��幹事会、総会の室使 用料等 

消耗 品費 ����3S#R�50，000 ��(��3��3CsR�封筒代ほか 

交通費 都8�3#S��70，000 �8�3#S��だより発送、探鳥の 交通費 

報償費 田h�3�ヲ�90，000 ��(��#8�3����事務所謝礼ほか 

雑　費 涛x�3sモ�70，000 �#x�3sモ�障害保険、写真展ほ か 

予備費 ���10，000 ��#���3���� 

合　計 ���3����3イ��1，200，000 ��(����3�S"� 

（収支の部）
（収入）（支出）（残高）
1，295，216－1，110，848＝184，368

内訳　会費仮受分　146，000（73件）

繰　越　金　38，368
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①　個　人

②　家族（会員として届け出た者に限る）

③　団　体

本会の会費は、年額個人2．000円、家族3，000円、

団体5，000円とする。

なお本会則は平成8年度より施行する。

家族会員制度新設については、諸会の会員制度を 

勘案し選択肢を拡げようとするものである。家族が 

夫々個人会員である現行を、家族単位で加入できる 

システムに改め、写真展その他行事への積極的な参 

加を期待します。 

3．平成8年度事業計画

［総　務］

（1）新年講演会、スライド映写会（平成9年1月中）

（2）野鳥写真展
・たくぎん自動サービスフロア（8．5．8～27）

・たくぎん札幌西支店ロビー（8．5．29～6．24）

・ほくでんエレナードギャラリー（8．6．26～7．2）

（3）野鳥だよりの発送（104号～107号）

（4）定例幹事会の開催（原則として毎月第一水曜日）

（5）愛護会名入りカレンダーの作成

（6）野鳥だより郵送用封筒の作成

（7）障害保険の更新

［広　報］

野鳥だより104号～107号の発行

［探　鳥］

探鳥会・20回、歩きましょう・8回

なお12月8日の小樽港探鳥会はパス手配などの関係か

ら、本年度より「申込制」といたしますので、予めお含

みおきください。細目は本誌にて後日掲載。

［会　計］

平成8年度予算

4．役員の選出

白澤代表幹事から小樽の幹事として長年にわたり、

当会のために尽された故中野高明氏に哀悼の意が表さ

れ、渡辺俊夫氏と協議の結果として梅木質俊氏に後任

役員就任を要請、快諾された旨の報告があり、また新

役員に中正憲借氏の推挙があり、夫々就任されました。

梅木賢俊氏（小樽）探鳥幹事就任

中正憲倍氏　総務幹事就任

なお、柳津会長、小堀副会長をはじめ、現役員は全

員留任いたしました。

－＝－日－●●－Hl■■■－‥－日－日－‥－日－tt－日－●●－日－日－日－‥－日－日－●●－＝－日－日－日－＝－日

平成8年度予算書

（牧人の都り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（支出の部） 

項　　目 ����7��uﾈ螽ｧ｢�予算額 �4X������wb�項　　目 ����7��uﾈ螽ｧ｢�予算額 �4X������wb�

繰越金 ��#��3ツ2�38，368 ���ﾈ�9Zｨ,ﾘﾌ)�ﾈ檠N�,��ﾇh�2�印刷費 田���3����550，000 冢ﾉ+�+�.h.���u��yw�YY9ｲ�-�*��

個人会費 塔#��3����740，000 �(�3�����3s��ﾂ�通信費 �#���3����200，000 �+�.h.雨ﾙ�yN�-�*��

家族会貞 ���60，000 �8�3�����#�彿���会議費 �����3����80，000 ��俶yw�{��Xｫ(馼檍-�*��

団体会費 ����3����10，000 店�3�����)&9�ﾂ�消耗品費 鉄��3����40，000 �5(78�ｸ��駟k�w�V��

寄付金 ����3����10，000 ��交通費 都��3����70，000 冢ﾉ+�+�.h.雨ﾙ�x���%I+��(駟w�9��

参加費 鉄��3����55，000 ��iD靺y&ｸ橙�:�,ﾉ�)%I+��-�*��報償費 涛��3����90，000 倬ik����ﾗX踪�9~x-�*��

売上金 �����3����180，000 冢ﾉ+�+�.h.���5�487892�雑　　費 都��3����70，000 ���･�]ｸﾊ������5x-�*��

雑収入 嶋�3�3r�6，632 凉��x-�*��予備費 ����3����0 ��

合　　計 ���3#���3����1，100，000 ��合　　計 ���3#��4｣���1，100，000 ��

（収入の部）

項　　　　目 塗�CH�C��7．4．1 嶋�CH�C��

個人会員　数 鼎#)kﾂ�410名 鼎��kﾂ�

団体会貞　数 �9&9�ﾂ�2団体 �)&9�ﾂ�
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円山公園探鳥会

8．3．3

矢　野　玲　子

）

今年はなんと雪が多いのでしょう。毎日朝から晩まで

除雪に追われ、体のふしぶしの痛さに鳥をみるのをすっ

かり忘れていました。でももう3月、円山公園では鳥た

ちの動きが活発になり、いろいろな発見があるに違いあ

りません。久しぶりに探鳥会に参加することになりまし

た。出掛ける頃からまた湿った雪が降り出してきました。

公園の中は例年より雪は多いけれど、遠くからゴジュウ

カラの複雑なさえずりも聞こえ、餌台の後のヤナギはわ

ずかながら白い帽子をのぞかせ、確実に春は近づいてい

ます。

大きなニセアカシアに群がる凡そ20羽の鳥。尾に切れ

こみがあり、腹にしま模様が見える、スコープで見ると

ハギマシコです。雪混じりの曇天では残念なことにあの

赤紫の美しい色を見ることはできません。

神宮の表参道に出た頃雪がだんだん激しくなって、鳥

の姿をとらえることができなくなってしまいました。

それで心ならずも1時間半程の探鳥で終わることにな

りました。

朝集合した円山公園管理事務所前に戻り鳥合せをしま

した。その最中に目の前のカラマツにエナガが現れ、探

鳥会の締め括りをしてくれました。

〒001札幌市北区屯田3粂1丁目5－1

［記録された鳥］コゲラ、ヒヨドリ、ツグミ、エナガ、

ハシプトガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヤマガラ、ゴジュ

ヽ＿／　ウカラ、マヒワ、ハギマシコ、スズメ、ムクドリ、カケ

ス、ハシブトガラス、ドバト、シメ　以上17種

［参加者】相木孝子、今泉秀吉、犬飼　哲、小川祐子、

国島達夫、佐々木春夫、白澤昌彦、田中一俵、田子元樹、

武沢和義・佐知子、野坂英三、服部光博、榛葉貴博、三

船喜克・幸子、柳澤信雄、矢野玲子、山田良造

以上19名

［担当幹事］武沢和義、矢野玲子

ウトナイ湖探鳥会記録 
8．3．31 

［記録された鳥】アオサギ、トビ、オジロワシ、オオワ

シ、コプハクチョウ、オオハクチョウ、ヒドリガモ、ア

メリカヒドリ、ヨシガモ、オカヨシガモ、コガモ、マガ

モ、オナガガモ、ホシハジロ、ホオジロガモ、ミコアイ

サ、カワアイサ、セグロカモメ、ユリカモメ、アカゲラ、

ハクセキレイ、ヒヨドリ、ハシブトガラ、シジュウカラ、

カワラヒワ、スズメ、カケス、ハシブトガラス、シメ

以上29種

［参加者］後木建一、板田孝弘、井上公雄、今泉秀吉、

犬飼　弘、緒方道子、木村与書、黒畑寧子、後藤義民、

霜村耕介、田子元樹・園江、中正憲倍・弘子、富田寿一、

永島良部、桝川　保・弘子、森田新一郎、山田甚一・玲

子　以上21名

［担当幹事］富田寿一、永島良郎

野幌森林公園探鳥会 

8． 滴�C�H��������68������ﾋ8����

4月14日、晴天に恵まれた野幌森林公園での探鳥会に

参加させていただきました。9時に大沢口に集合し約50

名ほどのBIRDER達が集まりました。

幹事の山田氏より注意事項の外、留鳥と冬鳥達が見ら

れるとの説明があり、夏鳥などの姿はまだ見られず少し

さみしい時ですがゴジュウカラなどのカラ類の噸りの中

での探鳥会となりまし。

大勢の人数で歩き出し、もうすぐやって来る鳥の話、

「早くカワセミに会いたい」だの、「もうホオジロ見たよJ

とか、今シーズンの西岡公園でのミヤマホオジロの話な

どの情報交換をし楽しい時間が過ぎて行き、マヒワ、ア

トリ、キレンジャク、ヒレンジヤクの美しい姿を見るこ

とが出来ました。昼食後、クマゲラも登場し（僕は見ら

れなかったので残念。）カラ類、キツツキ達も厳しい冬

をのり越え春の準備をしているようでした。楽しい時を

ありがとうございました。

大沢口近くの木の下でフクロウのペリット（未消化物

を固めて吐き出した物）を持ち帰りました。3個を水で

溶きはごしたところ、ネズミの骨が4匹分はいっていま

した。

〒063　札幌市西区西野2条6丁目3－60－101

［記録された鳥］アオサギ、トビ、ノスリ、キジバト、

コゲラ、オオアカゲラ、アカゲラ、クマゲラ、ヤマゲラ、

ヒヨドリ、キレンジャク、ヒレンジヤク、キクイタダキ、

エナガ、ハシブトガラ、ヒガラ、シジュウカラ、ヤマガ

ラ、ゴジュウカラ、キバシリ、アトリ、カワラヒワ、マ

ヒワ、カケス、ハシボソガラス、ハシブトガラス

以上26種

［参加者］五十嵐加代子、犬飼　弘、今泉秀吉、井上公

雄、大槻日出、大沢真琴、大町欣子、岡田　実、小野木

弘司・幸子、笈田一子、香川　稔、柏葉　明、栗林宏三、
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後藤義民、佐々木玲仁・ちさと、清水朋子、志村二朗、

菅谷英司・明美・彰太・優里、須田　節、高栗　勇、高

橋初美・みゆき、田子元樹、武沢和義・佐知子、竹中昭

雄・悦子、田鍋キクエ、戸津高保、戸鼻　篤、中江登美

子、中正憲倍・弘子、永島良部、永田秀男、樋口孝城・

陽子・和子、三谷信一郎、森　茂太・純子・林太郎、山

田良造、柳沢信雄・千代子、吉田、恵花　以上52名

［担当幹事］山田良造、栗林宏三

合同探鳥会の宮島沼 

8． 滴�C#�������ﾞ(��gｸ��﨓�����

4月21日、おそい春の小雪の舞う中、日本野鳥の会滝

川支部、北海道野鳥愛護会、二つのグループの合同探鳥

会が美唄の宮島沼で初めて行われました。いつもの年で

すと、沼の氷も融けているのに、今年は寒かったので白
一色、岸辺のわずかな水辺にオオハクチョウが、4～50

羽程雪の上で餌を食べていました。毎年この時期ここに

来ているのですが、今年は特に一般の人達の多い事、すっ

かり有名になった宮島は、交通整理をする程の混雑ぶり

でした。曇っていた空も、時間とともに晴れ渡り、青空

に飛び立つオオハクチョウの姿の美しい事、おまけに雪

をいただいた山の稜線がくっきり映えて、木々の一本、
一本がまるで墨絵のようで見る人を魅了せずにいられな

い程でした。

それぞれのグループは皆、鳥大好きの集まりだから、

初めてお会いする人達でも、本当に自然に言葉をかわす

事が出来るものです。毎年一度は来ている宮島沼は、何

度来て見ても、見る者をあきさせる事がない所です。

人おじしないオオハクチョウ、神経質で人を寄せつけ

ないヒシクイ、愛らしいキンクロハジロ、美しいオナガ

ガモ、ものすごい数のマガンの群、今年は残念な事に、

これらの沢山の鳥を見る事が出来ませんでした。せっか

くの合同探鳥会も、雪が多くて、ハクチョウ以外の鳥達

は、近くの水田に散って、餌を食べていました。

ヒシクイの中にカリガネが1羽交じっているとの情報

がありましたが、私達滝川グループは見つける事が出来

ませんでした。あと一週間程ずれていたら、沢山の冬鳥

が見られたのにと思うと本当に残念です。

マガンや、ハクチョウの飛び立つ羽音を聞いて、人も

鳥も長い冬が終わり、待ちわびた春が来た事を感じます。

毎日空を見上げると、ハクチョウやマガンの渡りが見ら

れるけれど、北へ帰って行く鳥たちの無事を祈らずには

いられない気持ちです。又、いつか合同探鳥をぜひ実現

させましょう。札幌野鳥愛護会の皆様方、本当にありが

とうございました。

〒073　滝川市二の坂町東1丁目8－7

（日本野鳥の会滝川支部）

［記録された鳥］アオサギ、トビ、オジロワシ、ノスリ、

オオハクチョウ、コハクチョウ、ヒシクイ、マガン、カ

リガネ、マガモ、オナガガモ、キンクロハジロ、カワア

イサ、アオアシシギ、カモメ、シロカモメ、ヒバリ、ハ

クセキレイ、ヒヨドリ、ツグミ、シジュウカラ、オオジュ

リン、カワラヒワ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガラス、

ドバト　以上27種

［参加者］泉屋宜志・恵津子、伊東、岩淵、越後　弘、

小野木弘司・幸子、大森千歳、香川　稔、柏葉　明、蒲

原鉄太郎・則子、鎌田、小堀燈治、近藤幸友、坂本尚子、

佐藤誠子、斎藤、坂地、清水朋子、辻　正一、友成、中

正憲倍・弘子、浜田　強、広川淳子、富久尾、星子廉彰、

前田信義、前田涼子、真壁スズ子、森田新一郎、柳澤信

雄・千代子、山田良造、若林信男　以上36名

※本探鳥会で一緒に行動した員数は約50名であった。

［担当幹事］山田良道、中正憲倍、（滝川支部）越後

弘、坂本尚子

宮島沼探鳥会

とっしょうぎん 

突哨山・カタクリの群落を訪ねて 
一余白をお借りして一　　　編集子 

4月29日、このカタクリの群落がゴルフ場開発で一瞬

にして消滅してしまう危機感と、永久にこのままであっ

て欲しいという祈りの念で訪れた。シラカバの林のなか

でカタクリはもうピンクの花を開き始めていた。

カタクリの群生のなかにエゾエンゴサク、エンレイソ

ウ、バイケイソウ、ザゼンソウなどもみられ、ナニワズ

も黄色い花をつけている。曇天で寒い午後であった。

ペニヒワが目の前にあらわれた。シラカバ林には、エ

ナガが二羽、コゲラ、ヒガラ、ハシプトガラ、アオジた

ち。ツグミの声。どこでも常連のヒヨドリ、トビ、ハシ

ブトガラス、カワラヒワたちも律儀に姿をみせる。

旭川や地域の方々による突哨山のカタクリの保全、保

護、存置のための運動が展開されていると聞いている。
一度消滅したらカタクリは再びこの地で蘇らない。
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ようこそ北海道に〝

一渡り途中のご挨拶一　　編集子

◆タ　ゲリ

後志管内古平町、古平川河口に飛来。オスばかり3羽。

チドリの一種で体長30cm、頭に黒い冠のような羽を持つ。

同町在住の中村良助氏が4月26日に発見。（4月29日、

道新夕刊）

遍薩
聖聖聖

【鵡　川】

平成8年8月25日（日）

9月8日（日）

北極圏が主な繁殖地であるシギ

）

タ　ゲリ

◆ナベヅル

苫小牧東部工業団地内柏原に。体長は約1mで首は白

く頭部が赤い。苫小牧の会貞佐藤正秀氏が4月4日早朝

に確認、撮影した。衣紋の写真をご覧ください。（4月

6日、道新朝刊）なお、ナベツルの飛来については続報

がありました。

◆クロウタドリ

渡島管内松前町白神岬に飛来。ツグミの仲間で国内に

は生息しない。全国で2例日。両翼の長さ43．2cm、体長

25．4cm、オスの成鳥。全身が黒で、くちばしは黄色。福

島町の会員・林　吉彦氏が渡り調査中の4月7日AM6

時ごろ発見した。（4月9日、道新朝刊）

◆コジュリン

渡島管内七飯町大沼国定公園で、道内では初めて保護

された。オスの成鳥で体長15cm、ホオジロの仲間、オオ

ジュリンは同類。環境庁の委託で標識調査をしている田

中正彦氏（次項の発見、確認者でもある。）のカスミ綱

にかかった。（4月14日、道新朝刊）

◆マミジロタヒバリ

渡島管内大野町白川で5月13日夕に確認された。全国

で5例臥）道内ではこれまで、’93年5月と’95年5月に

いづれも渡島大島で確認されている。体長は18cm、つめ

が長く伸びているのが特徴。オスで生後1年とみられる。

前掲の田中正彦氏により確認された。（5月15日、道新

朝刊）

チドリ類は、短い夏を過ごして早くも越冬のため南下を

はじめています。鵡川の河口や干潟草地で憩うメダイチ

ドリ、コチドリ、ソリハシシギ、オバシギ、ハマシギな

どのほか、アジサシの軽快な飛翔やダイビング、チュウ

ヒの姿も観察されます。

集合＝9時30分JR鵡川駅前

交通＝道南バス（札幌駅前ターミナル発　8時、浦河

ゆき、鵡川駅通り下車）。

［鏡沼・宮島沼］平成8年10月13日（日）

水田地帯の林に囲まれた鏡沼。禁猟区になっています

のでカモ類が多く集まり、カイツブリも間近かに観察で

きます。

宮島沼はミミ・ハジロ・アカエリ・カンムリカイツブ

リなど各種のカイツブリがみられます。カモ類は若鳥、

エクリプス（非繁殖羽）の鳥が多い時期ですので、識別

には良い勉強になるでしょう。

集合＝10時　大富会館前

交通＝中央バス岩見沢ターミナル発月形ゆき、大富農

協下車、徒歩15分

【野幌森林公園】平成8年10月20日（日）

紅葉の季節、秋の自然を満喫しながらの探鳥会になり

ます。渡り遅れの夏鳥と、早めの渡りの冬鳥が同時に観

察されるのもこの時期です。渡り遅れのメジロ、ルリピ

タキ、気の早いツグミ、キレンジヤクの姿も楽しみです。

良い天気に恵まれたいものです。

集合＝9時　大沢口駐車場入口

交通＝夕鉄バス　新さっぽろ駅バスターミナル発「文

京台西ゆき」大沢口公園入口下車、徒歩5分。

※夕鉄バス発車時刻：8時8分、8時48分。

［野幌森林公園を歩きましょう】

平成8年9月15日（日）、10月6日（日）

集合＝9時　大沢口駐車場人口

交通＝上記をご参照ください。

★いずれの探鳥会も余程の悪天候でない限り行います。

★公共交通機関を利用される方は、各自で調査確認をお

願いいたします。

★昼食、雨具、観察用具、筆記用具をご持参ください。

★探鳥会の問い合わせは011－851－6364柳沢宅まで。

特に鵡川探鳥会のとき雨天・曇天の場合はゴム長靴を

用意されると無難です。

－15－



島　民　だ　よ　り

◆平成8年度年会費の納入について　　　　　　　　　　　　従来個人会員となっておられる方々で家族会貝への

平成8年度からの年会費につきましては、総会報告の　　　切り換えをされる場合も、左記を援用して下さい。

とおり家族会員制を設けることになりました。　　　　（2）「会費の納入状況について（別添）」を会員各位ごと

個人会員2，000円、家族会員3，000円　　　　　　　　　　　にお知らせいたしました。すでに納入ずみの方などで、

（1）家族会貞となられるご希望の方は、別添の「払込取　　　記入事項に誤りがありましたらご容赦下さい。なお、

扱票」の通信欄にその旨をご記入下さい。また、構成　　　本票作成は6月5日現在です。

貞となられる方（複数の場合も）のお名前を併せてご　（3）年会費の納入につきましては「払込取扱票」により

記入下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最寄りの郵便局にお振り込み下さい。

会　員　名　簿（迫補）

［新しく会員になられた方］

尾　田　和　夫　　831－2004　062

竹　村　由　男　　841－4689　005

笈　田　一　子　　881－8408　004

加　藤　喜　七　014474－8825　053

小　淵　修　子　　893－6309　004

吉　田　政　徳　　592－2066　005

（平成8年5月31日現在）

札幌市豊平区平岸7条17丁目5－24

札幌市南区澄川4条3丁目5　あベハウス

札幌市豊平区平岡4条3丁目45－76

苫小牧市有珠の沢町4－5－14

札幌市厚別区厚別中央2条4丁目15－2－1203

札幌市南区石山4条6丁目

板　田　孝　弘　　581－8993　005　　　札幌市南区真駒内縁町2丁目10－14　チエリス莫駒内106号

辻　　　正　一　　279－6345　060　　　札幌市中央区北4条西7丁目緑苑第2ビル　712号

原　橋　　　進　　591－9537　061－22　札幌市南区藤野3条7丁目9－3

大　房　修　平　　823－9064　062　　　札幌市豊平区平岸5条10丁目7－2－105

［家族会員となられた方］

○渋　谷　信　六・〇弘　子

○武　沢　和　義・佐知子　　○印は従来、個人会員として加入されていた方

○中　正　憲　倍・弘　子

○小野木　弘　司・幸　子

○早　坂　春　夫・　みどり

○井　上　公　雄・○則　子

○戸　津　高　保・以知子

○石　橋　孝　継・○美津子
三　谷　信一郎・　通　子　　004

0松　田　　　進・　春　江　　063

札幌市豊平区真栄1条2丁目24－12　℡・881－3934

札幌市西区山の手1条1丁目3－25－405　℡614－3475

所変更等］

藤　清左衛門　　885－3664　004　　　札幌市豊平区美しが丘3条3丁目2－11

勝　　373－6817　061－11札幌郡広島町里見町1－6－8

014　　　東京都品川区豊町4－18－9－302

655　　　神戸市垂水区泉ケ丘1丁目9－1　川崎重工汐見寮420号室

053　　　苫小牧市豊川町3丁目2－9

063　　札幌市西区亘堅2条6丁目3－60－101

＼＼J

〔北海道野鳥愛護会〕年会費個人2，000円、家族3，000円（会計年度4月より） 郵便振替02710－5－18287

薗060　札幌市中央区北3条西11丁目加森ビル5・六階　北海道自然保護協会気付
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℡（011）251－5465
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